
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
休
校
、
在
宅
時
間

の
増
加
、
友
達
と
遊
ぶ
機
会
や
学
習
機

会
の
減
少
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
成
長
、
発
達
に
与
え
た
影
響

を
考
慮
し
、
町
民
が
知
恵
を
合
わ
せ
て

子
ど
も
た
ち
を
守
る
必
要
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
学
校
は
、
人
間
的
な
関
わ

り
合
い
を
培
う
場
で
、
貧
困
対
処
や
栄

養
摂
取
、
特
別
支
援
な
ど
、
子
ど
も
の

権
利
の
実
現
や
社
会
の
営
み
を
進
め
る

上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
休
校
を
通
し
て
再
認
識

さ
れ
た
。

　

学
校
が
そ
の
役
割
を
ど
う
積
極
的
に

発
揮
す
る
か
は
、
町
づ
く
り
を
左
右
す

る
大
き
な
課
題
と
考
え
る
。
学
校
運
営

の
在
り
方
を
慎
重
に
検
証
し
、
新
し
い

時
代
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て

い
く
の
か
、
以
下
の
点
を
伺
う
。

(1)
休
校
中
、
休
校
後
の
子
ど
も
た
ち
の

声
や
ス
ト
レ
ス
を
ど
の
よ
う
に
つ
か
み

対
応
し
て
き
た
か
。

(2)
学
校
現
場
、
教
職
員
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
不
安
や
課
題
は
。

(3)
今
後
の
感
染
拡
大
に
備
え
、
町
の
対

応
基
準
の
作
成
を
。

(4)
安
心
で
き
る
居
場
所
と
学
習
を
保
障

す
る
た
め
、
少
人
数
学
級
の
実
現
を
。

(1)
長
期
の
臨
時
休
業
に
伴
い

学
習
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
各
学
校
に
お
い
て
学
習
プ
リ
ン
ト

等
を
作
成
し
、
家
庭
訪
問
で
配
付
す
る

な
ど
の
対
応
を
実
施
し
た
。
訪
問
時
に

は
併
せ
て
子
ど
も
た
ち
と
面
談
し
た

り
、
電
話
連
絡
を
通
じ
て
心
身
の
健
康

状
態
や
生
活
状
況
の
把
握
に
努
め
、
期

間
中
に
実
施
し
た
分
散
登
校
時
に
も
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
確
認
し
た
。

　

学
校
再
開
後
も
、
学
級
担
任
や
養
護

教
諭
等
を
中
心
と
し
た
き
め
細
か
な
健

康
観
察
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の

状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
や
個
別
相
談

を
実
施
し
た
り
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
な
ど
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
力
も
借
り

た
り
し
な
が
ら
、
長
期
的
な
視
点
の
下
、

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
に
努

め
て
い
く
。

(2)
消
毒
を
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
見
通

し
が
持
て
な
い
、
消
毒
や
衛
生
用
品
な

ど
物
資
面
の
継
続
的
な
確
保
に
対
す
る

不
安
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
感

染
へ
の
不
安
や
授
業
時
数
の
確
保
に
伴

う
各
種
行
事
の
見
直
し
、
授
業
の
持
ち

方
な
ど
に
つ
い
て
の
課
題
が
あ
る
と
伺

っ
て
い
る
。

　

授
業
時
数
の
確
保
や
行
事
の
見
直

し
、
学
校
運
営
に
係
る
課
題
整
理
な
ど

に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
や
北
海
道
教

育
委
員
会
の
通
知
、
近
隣
市
町
村
の
動

向
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
校
長
会
等
と

協
議
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
感
染
拡

大
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
な
が
ら
教
育

活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

(3)
臨
時
休
業
を
行
う
場
合
は
、
北
海
道

の
衛
生
主
管
部
局
と
連
携
し
必
要
性
を

判
断
す
る
な
ど
、
国
が
示
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
町
独
自
の
対
応
基
準
を
設
け
る

考
え
は
な
い
。

(4)
公
立
の
小
中
学
校
の
学
級
編
制
は
、

「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制

及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
１
学
級
の
児
童
・
生
徒

数
に
つ
い
て
、
40
人
と
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
平
成
23
年
の
法
改
正
で
は
小
学

校
第
１
学
年
の
学
級
編
制
の
標
準
が
40

人
か
ら
35
人
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
教
職

員
の
基
礎
定
数
化
が
図
ら
れ
た
。

　

北
海
道
で
は
、
小
学
校
第
２
学
年
と

中
学
校
第
１
学
年
に
つ
い
て
、
国
の
加

配
定
数
を
活
用
し
、
35
人
以
下
学
級
と

す
る
少
人
数
学
級
実
践
研
究
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
年
度
か
ら
小

学
校
第
３
学
年
、
来
年
度
か
ら
小
学
校

第
４
学
年
に
拡
大
さ
れ
る
。
本
町
も
本

制
度
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
新
学
習
指

導
要
領
で
う
た
わ
れ
て
い
る
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
授

業
の
充
実
の
た
め
、
十
勝
管
内
教
育
委

員
会
連
絡
協
議
会
や
十
勝
町
村
会
、
北

海
道
十
勝
圏
活
性
化
推
進
期
成
会
な
ど

の
関
係
機
関
を
通
し
て
、
引
き
続
き
北

海
道
に
要
望
す
る
と
と
も
に
国
へ
の
働

き
か
け
を
続
け
た
い
。

■ 一 般 質 問 ■ 

❻

答問
長
期
的
な
視
点
の
下
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ

た
ケ
ア
に
努
め
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
学
習
権
を
守
る
教
育
を

問

酒井はやみ 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

教
育
長


